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今年度の重点教育目標

「一歩先を目指し、自分の成長を実感する児童の育成」
合言葉

★一歩前進・プラスワン

危機意識を高める取組
校長 相 馬 美智枝

東日本大震災の発生から、今年の３月で１２年が過ぎました。地震が起こった時、
私は旭川の小学校に勤務しており、クラスの子どもたちが下校した後、教室でプリ
ントのまるつけをしていました。突然、「あれ、揺れてる？」教室のカーテンが揺れ、

ロッカーに掛けているとび縄がゆらゆら揺れており、地震だと気付きました。その
後、職員室でニュースを見て、初めて大惨事になっていることを知りました。

私は、校長になって初めて、海の近くの学校に勤務しました。公宅の玄関に立つ
と、波の音が聞こえました。勤務校の風烈布小学校の校舎には、

右の写真のような看板が設置されていました。標高2.5mに衝撃を
受け、「『津波に注意』って、どうすれば？」と思い、学校の危機
管理マニュアルの「津波が起きた時」の通りに避難訓練を実施し

て、万一の時の対応の確認を行っていました。
明徳小学校では、今年も９月１日の防災の日に、全校朝会を利用してシェイクアウ

ト訓練を実施しました。シェイクアウト訓練とは、大地震
が発生したという想定で、前もって決めた時刻に参加者全

員が、（１）まず低く、（２）頭を守り、（３）動かない、
の安全行動をとり、いざというときの安全行動を確認する

という簡単な訓練です。訓練開始から終了まで短時間で行
うことができました。このシェイクアウト訓練は、全道・全国、海外でも行われていま
す。この訓練を実際に活用する必要がないことを願っておりますが、万一の場合に子ど

もたちが『自分の命と体は自分で守る』ことができるように、そしてさらに『近くの人
の命と体を守る』ことを働きかけられる人になってほしいと考え、これからも危機意識

を高める取組を実施してまいります。
９月６日の防災教室では、平成２８年8月末の大雨災害の際の被害について学びまし

た。写真は、俵真布の九線橋が崩落した時
の様子です。身近な所でも災害が起こって
いることを念頭に置き、いつどこで災害に

遭っても、その時の状況に応じた最善の行
動をとることができるように、安全教育の

充実を図っていきます。



行事予定

２日（月）全校朝会 校舎外清掃 １７日（火）特支保護者面談週間（～１０／２４）
３日（火）午前授業（研究大会のため） １９日（木）職員会議
５日（木）児童総会 ２０日（金）クラブ
６日（金）午前授業（研究大会のため） ２３日（月）教育実習（２５日まで）
９日（月）スポーツの日 ２６日（木）研修
１０日（火）キャリア教育（４年） ２８日（土）土曜学習（国語）
１１日（水）出前授業（６年） ３０日（月）学習発表会特別時間割開始
１２日（木）薬物乱用防止教室 ３１日（火）午前授業（研究大会のため）
１３日（金）児童会

「明徳っ子のやくそく」に「遊

びに行くときは、だれとどこで

遊ぶか、帰る時刻を、必ず家の

人に話します（暗くなる前まで

に、家に入ります。）」「親が出

かけているお友達の家には、遊びに行きません。」とあ

ります。子どもたちの安全を守るための約束です。これ

から暗くなる時刻が早くなってきます。自転車の乗り方

とも合わせ、ご家庭でも確認をお願いします。

６日(水)、避難訓練と防災教室を行いました。避難訓練では児童への事前

の予告無しに、地震が起こった時の避難の訓練を行いました。放送をしっか

り聞いて、素早く避難することができました。防災教室では町の防災マネー

ジャーの方に災害時の身の守り方を教えてもらいました。「まさか川が氾濫す

るなんて」という希望的な観測が避難を遅らせ、被害が大きくなる要因にな

るそうです。「身の安全を考えた早め早めの行動」が大切と、教えていただき

ました。また、この日は分団長さんに、俵真布の「九線橋」が崩落した時のお話をしていただきました。

子どもたちは身近な場所での災害の話を真剣に聞いていました。授業の中で出された、災害クイズを紹介

します。「水害が起きて避難する際、持って行くと良いものはなんでしょうか？」答えは「杖（傘などの

棒状のもの）」です。冠水した道を歩く時に水の深さや足下の状況を確認する時に使うと便利だそうです。

家庭でも、もしもの時のために、災害について話題にしてみてください。

１２日（火）、

美瑛消防署救急係

の方を招き、６年

生を対象に「命の

授業」を行いまし

た。「目の前で人

が倒れた」そんな状況に遭遇した時、「どう対

応するか」という学習です。心肺蘇生法やAE

Dの使い方を体験しました。１０秒、２０秒

の対応の遅れが、命に関わることになります。

迅速に対応することは難しいことだとは思い

ますが、「大丈夫ですか？」「大変です！」「助

けてください！」そんな声をまず出すことが、

大切なことだそうです。「命の尊さ」を学ぶ大

切な学習でした。

１５日（金）、１～４年生は社

会見学に行きました。「しらかば

清掃センター」「四季彩の丘」「美

瑛交番」「図書館」を見学しまし

た。図書館では司書の仕事を体

験しました。四季彩の丘では、美瑛の自然の美しさに触

れたり、買い物を体験したりしました。清掃センターで

は、ゴミの処理について積極的に質問していました。教

室では体験できない、貴重な学習の場になりました。

７日（木）秋の環境整備、２３日

（土）少年団秋の資源回収へのご

協力ありがとうございました。


